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平成１７年度　学術研究振興資金贈呈式
学校経営の安定をサポートします　－平成１７年度 融資申込み受付中－
経営実務Ｑ＆Ａ
特別補助に関するＱ＆Ａ
随想　私学の憲法、建学の精神について
　　　学校法人昌平黌理事長　田久 孝翁
微生物を用いた環境浄化
　　　日本大学生物資源科学部教授　中嶋 睦安
共済業務の相談
私学共済相談員一覧
宿泊施設のご案内
第三者加害行為と損害賠償
共済事業　今月のワンポイント
いんふぉめーしょん
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平
成
十
七
年
度
学
術
研
究
振
興
資
金
贈
呈
式

を
六
月
二
十
日
（
月
）
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
（
私
学
会
館
）
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

田
中
清
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
常

務
理
事
、
永
山
賀
久
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

私
学
部
私
学
助
成
課
長
に
来
賓
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
七
二
件
の
研
究
に
総
額
一
億
三
、
九

六
六
万
円
を
交
付
し
ま
し
た
。（
研
究
課
題
一

覧
は
本
誌
七
月
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
）

　

ま
ず
私
学
事
業
団
理
事
長
鳥
居
泰
彦
が
、
経

済
団
体
、
私
学
諸
団
体
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
寄
付
者
の
方
々
に
対
し
て
、
私
立
学
校
に
お

け
る
教
育
研
究
条
件
の
整
備
の
必
要
性
に
つ
い

て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
本
基
金
へ
の
拠
出
に

ご
協
力
を
賜
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
昭
和
五
十
一

年
度
か
ら
今
回
ま
で
に
総
額
で
六
二
億
円
余
り

の
二
、
一
五
四
件
に
交
付
で
き
た
こ
と
に
つ
い

て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
資
金
の

贈
呈
を
受
け
ら
れ
た
研
究
代
表
者
の
方
々
に
対

し
て
は
、
私
学
が
も
つ
優
れ
た
研
究
能
力
を
い

っ
そ
う
充
実
、
活
性
化
し
、
研
究
成
果
が
学
界

な
ど
で
高
い
評
価
を
得
ら
れ
ま
す
よ
う
激
励
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
原
文
雄
学
術
研
究
振
興
資
金
選
考
委

員
会
選
考
委
員
長
（
東
京
理
科
大
学
教
授
）
が

選
考
経
過
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

原
委
員
長
は
、
申
請
さ
れ
た
一
七
七
件
の
研

究
を
、
私
学
事
業
団
の
定
め
た
採
択
基
準
に
従

い
、
十
四
名
の
選
考
委
員
が
研
究
目
的
、
研
究

計
画
、
研
究
の
独
創
性
、
研
究
遂
行
能
力
及
び

研
究
費
の
使
い
方
の
妥
当
性
を
総
合
的
か
つ
慎

重
に
審
査
を
行
い
、
特
色
あ
る
学
術
研
究
を
選

定
し
た
こ
と
と
、
今
回
の
選
考
に
お
い
て
は
、

な
る
べ
く
多
く
の
研
究
課
題
を
採
択
し
、
私
学

の
研
究
の
活
性
化
を
支
援
す
る
方
針
を
堅
持
し

た
旨
を
報
告
し
、「
こ
の
資
金
を
有
効
に
お
使

い
い
た
だ
き
、
研
究
成
果
を
上
げ
ら
れ
、
社
会

の
要
請
に
応
え
ら
れ
、
私
立
学
校
の
学
術
研
究

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
結

び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鳥
居
理
事
長
か
ら
研
究
代
表
者
へ

資
金
贈
呈
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
と
し
て
挨
拶
に
立
た
れ
た
田
中

清
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
常
務
理
事

が
、「
活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
の
実
現
や
循
環

型
社
会
へ
の
取
組
み
、
新
規
事
業
と
雇
用
の
創

出
等
は
、
経
済
界
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
課
題
の
解
決
に
あ

た
り
、
産
官
学
の
連
携
協
力
に
よ
る
研
究
開
発

の
一
層
の
促
進
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
私

立
大
学
の
特
色
あ
る
学
術
研
究
が
果
た
す
役
割

は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
社
会
か
ら
の

ニ
ー
ズ
も
非
常
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。」
と

激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
山
賀
久
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

私
学
部
私
学
助
成
課
長
は
、「
学
術
研
究
振
興

資
金
は
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
資
金
の
中
で
も
、

大
変
意
義
深
い
、
素
晴
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
研

究
資
金
だ
と
思
う
。
三
つ
の
理
由
が
あ
り
、
一

つ
は
、
研
究
の
中
身
に
つ
い
て
、
大
変
ユ
ニ
ー

ク
な
研
究
、
社
会
か
ら
要
望
の
強
い
研
究
、
基

礎
的
で
大
切
な
研
究
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

選
考
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
二
つ
目
は
、
民

間
資
金
を
財
源
に
し
て
お
り
意
義
深
い
。
三
つ

目
は
、
私
学
の
振
興
と
い
う
視
点
を
持
っ
た
研

究
資
金
の
存
在
は
大
き
い
。
こ
の
資
金
が
こ
れ

か
ら
も
私
学
振
興
及
び
私
学
の
学
術
研
究
の
振

興
に
大
き
く
寄
与
し
て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
ら

れ
、
併
せ
て
受
賞
者
の
先
生
方
を
激
励
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
資
金
を
贈
呈
さ
れ
た
七
二
校
を
代

表
し
て
、
今
泉
勉
久
留
米
大
学
教
授
が
、「
私

立
大
学
に
お
い
て
、教
育
研
究
に
携
わ
る
者
は
、

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
多
額
の
ご
援

助
を
賜
っ
た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
の
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
。
今
回
の
助
成
の
対
象
と
な
っ
た
七
二
件

の
研
究
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
私
学
な
ら
で

は
の
独
自
性
、
独
創
性
が
あ
り
、
社
会
の
要
請

に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
課
題
で
あ

る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。」
更
に
、「
こ
の
厳

し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
学
術
資
金
を
支
え
て

下
さ
る
、
多
く
の
方
々
の
熱
い
思
い
を
胸
に
深

く
刻
み
、
研
究
に
励
み
た
い
。
ま
た
、
私
の
血

管
再
生
に
よ
る
抹
消
動
脈
閉
塞
性
疾
患
治
療
に

お
け
る
血
管
新
生
抑
制
因
子
の
制
御
に
よ
る
新

し
い
治
療
法
の
開
発
が
画
期
的
治
療
法
に
な
り

う
る
と
思
う
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
と
お
り
、
寄
付
者
を
は
じ
め
多
数
の

関
係
者
の
ご
出
席
の
も
と
、
式
典
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
十
七
年
度
学
術
研
究
振
興
資
金

の
交
付
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
九
三
〜
九
四

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

平成17年度 
学術研究振興資金 交付状況

合　　計
交付件数 資金交付額
件 千円

72 139,660 

内

訳

新
規･
継
続
別

新規 38 69,160 

継続２年目 19 39,030 

継続３年目 15 31,470 

学
校
種
別

大学 70 138,440 

短期大学 2 1,220 

区
分
別

研究所 17 29,300 

共同研究 55 110,360 

研
究
区
分
別

人文・社
会科学 17 13,780 

理工系 12 27,850 

生物系 24 63,750 

複合領域 17 32,340 

私学高
等教育 2 1,940 

平
成
十
七
年
度

学
術
研
究
振
興
資
金
贈
呈
式

　

―
優
れ
た
七
二
研
究
に
交
付
―
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
応
援
し
ま
す

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
応
援
し
ま
す

　
　
　
　

利
子
助
成
で
さ
ら
に
金
利
優
遇

利
子
助
成
で
さ
ら
に
金
利
優
遇

　

老
朽
校
舎
（
築
三
〇
年
以
上
の
校
舎
）
及
び

危
険
建
物
と
認
定
さ
れ
た
旧
耐
震
基
準
（
昭
和

五
十
六
年
以
前
の
建
物
）
の
学
校
施
設
の
改
築

事
業
に
、
私
学
事
業
団
の
融
資
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
と
、
国
か
ら
財
団
法
人
私
学
研
修
福

祉
会
を
通
じ
て
十
年
間
「
利
子
助
成
」（
利
子

助
成
率
・
学
校
法
人
負
担
率
は
図
１
参
照
）
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
学
校
法
人
が
負

担
す
る
当
初
十
年
間
の
金
利
（
融
資
金
利
二
．

六
％
ま
で
の
場
合
）
は
事
業
対
象
が
大
学
・
短

大
等
で
は
一
．
〇
％
、
高
校
・
中
学
校
・
小
学

校
等
で
は
一
．
五
％
に
な
り
ま
す
。
金
利
の
負

担
を
軽
減
し
、
学
校
経
営
の
安
定
の
た
め
に
も

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
「
利
子
助
成
」
制
度
は
当
初
計

画
に
よ
る
と
平
成
十
八
年
度
融
資
分
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
（
平
成
十
九
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
こ
の
制
度
の
継
続
を
要
望
し
て
い
ま
す
）。

※　

今
年
六
月
、
国
土
交
通
省
の
住
宅
・
建
築

物
の
地
震
防
災
推
進
会
議
は
、「
住
宅
・
建

築
物
の
地
震
防
災
対
策
の
推
進
の
た
め
に

（
提
言
）」
を
公
表
し
ま
し
た
。
同
会
議
は
、

学
校
、
病
院
、
事
務
所
等
の
特
定
建
築
物
に

つ
い
て
、約
三
六
万
棟
の
う
ち
約
九
万
棟（
約

二
五
％
）
が
耐
震
性
不
十
分
と
推
計
し
、
制

度
の
充
実
、
強
化
策
と
し
て
「
耐
震
性
が
不

十
分
な
（
学
校
等
）
多
数
の
者
が
利
用
す
る

建
築
物
（
の
所
有
者
）
に
対
し
て
、
…
正
当

な
理
由
が
な
く
指
示
に
従
わ
な
い
建
築
物
の

公
表
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
　

学
校
施
設
に
お
い
て
直
接
的
に
学
生
・
生

徒
等
の
生
命
を
脅
か
す
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
、
ま
た
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の

重
要
な
役
割
も
果
た
せ
る
よ
う
、
学
校
施
設

の
耐
震
性
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

園
具
・
校
教
具
の
金
利
が

　

園
具
・
校
教
具
の
金
利
が

　

さ
ら
に
低
く
な
り
ま
し
た

　

さ
ら
に
低
く
な
り
ま
し
た

　

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
「
教
育
環
境
整
備
費

（
校
教
具
）」（
融
資
期
間
五
年
六
か
月
（
据
置

期
間
六
か
月
）
以
内
）
の
金
利
設
定
方
法
を
見

直
し
、
従
前
よ
り
さ
ら
に
低
金
利
で
の
融
資
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
参
照
）。「
園
バ
ス

を
買
い
換
え
た
い
」「
園
具
、
校
教
具
を
新
し

く
し
た
い
」「
最
新
の
IT
環
境
に
し
た
い
」
な

ど
の
事
業
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

一
個
ま
た
は
一
組
の
価
格
が
五
〇
〇
万
円
以

上
の
機
器
備
品
等
で
も
、「
校
教
具
」
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※　

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
は
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■大学、短期大学、高等専門学校
図１　利子助成率・学校法人負担率

N％

2.6％

1.0％

融資金利2.6％まで

利子助成率
融資利率-1.0％

学校法人負担率
1.0％

利子助成率
1.6％

学校法人負担率
N％-1.6％

融資金利2.7％以上

■高等学校、中等教育学校、
　中学校、小学校、
　特殊教育諸学校N％

2.6％

1.5％

融資金利2.6％まで

利子助成率
融資利率-1.5％

学校法人負担率
1.5％

利子助成率
1.1％

学校法人負担率
N％-1.1％

融資金利2.7％以上

％
2.5

2

1.5

1

0.5

16年４月５ ６ ７ ８ ９ 10 11 1217年１月

図２　費目別金利推移

一般施設費（10年）

教育環境整備費（校教具：５年６か月）

一般施設費（20年）

２ ３ ４ ５ ６
0

　

認
可
保
育
所
も
対
象
に
な
り
ま
し
た

　

認
可
保
育
所
も
対
象
に
な
り
ま
し
た

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
学
校
法
人
が
設
置
す
る

認
可
保
育
所
も
融
資
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

認
可
保
育
所
の
施
設
の
新
増
築
、
開
所
に
伴
う

既
存
幼
稚
園
の
改
修
、
認
可
保
育
所
で
使
用
す

る
機
器
備
品
等
の
購
入
な
ど
が
対
象
事
業
で

す
。融
資
条
件
は
幼
稚
園
の
場
合
と
同
様
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

平
成
十
七
年
度
の
融
資
の
お
申
込
み
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
以
降
の

ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
課

審
査
第
一
係
（
大
学
・
短
大
・
高
専
法
人
）

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
六
二
〜
六
三

審
査
第
二
係
（
前
記
以
外
の
学
校
法
人
）

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
六
四
〜
六
五

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

―平成17年度　融資申込み受付中―

サ ポ ー ト し ま す

学 校 経 営 の 安 定 を
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一 　

国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改
革
の
支
援
に
係

る
補
助
金
に
つ
い
て

　

「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」

に
選
定
・
採
択
さ
れ
、
文
部
科
学
省
か
ら
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
収
入
に
係
る
会
計

処
理
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改
革
の
支
援
の

う
ち
質
問
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」
は
「
大
学
改
革
推
進
等
補
助
金
」
に
よ
り

補
助
さ
れ
ま
す
。
当
該
補
助
金
は
「
大
学
、
短
期
大
学
及
び

高
等
専
門
学
校
の
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
組
織
的
に

行
わ
れ
て
い
る
教
育
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
っ

て
、
特
に
優
れ
た
取
組
と
し
て
選
定
さ
れ
た
事
業
」
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
は

「
大
学
改
革
推
進
等
補
助
金
」
が
「
当
該
事
業
の
代
表
者
で

あ
る
大
学
等
の
長
及
び
事
業
を
推
進
す
る
教
職
員
」
と
し
て

個
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
し
た
が
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

「
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
者
」
で
あ

る
学
校
法
人
を
対
象
と
し
た
機
関
補
助
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
た
が
っ
て
、こ
の
収
入
は「（
大
科
目
）補
助
金（
収
入
）」

「（
小
科
目
）
国
庫
補
助
金
（
収
入
）」
に
計
上
す
る
の
が
妥

当
で
す
。

　

な
お
、『
月
報
私
学
』
平
成
十
五
年
十
二
月
号
掲
載
『
経

営
実
務
Ｑ
＆
Ａ
』
に
お
け
る
（
質
問
事
項
）「
特
色
あ
る
大

学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
補
助
金
収
入
に
つ
い
て
」
は
平

成
十
五
年
度
交
付
分
に
つ
い
て
の
も
の
で
す
。

二 　

自
己
点
検
・
自
己
評
価
及
び
認
証
評
価
に
係
る
費
用
の

処
理
に
つ
い
て

　

大
学
等
が
行
う
自
己
点
検
・
自
己
評
価
及
び
認
証
評

価
機
関
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
際
に
係
る
費
用
は
、「
教

育
研
究
経
費
（
支
出
）」
か
「
管
理
経
費
（
支
出
）」
の
ど
ち

で
、
そ
れ
ら
に
係
る
費
用
は
「
教
育
研
究
経
費
（
支
出
）」

と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
妥
当
で
す
。

　

し
か
し
、
上
記
の
学
校
教
育
法
上
の
自
己
点
検･

自
己
評

価
と
は
別
に
、
学
校
法
人
の
運
営
状
況
等
の
点
検
・
評
価
を

自
ら
実
施
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
「
日
本
私
立

学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
編
『
学
校
法
人
の
経
営
に
関
す
る

実
務
問
答
集
《
第
２
次
改
訂
版
》』」
の
設
問
95
（
自
己
点
検
・

自
己
評
価
書
の
印
刷
代
の
会
計
処
理
）の
考
え
方
を
受
け
て
、

「
教
育
研
究
経
費
（
支
出
）」
又
は
「
管
理
経
費
（
支
出
）」

に
合
理
的
に
按
分
す
る
こ
と
が
妥
当
で
す
。

　

な
お
、認
証
評
価
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は『
月
報
私
学
』

平
成
十
七
年
四
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

ら
で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
・
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
及
び
専
門
職
大
学

院
は
、
平
成
十
四
年
の
学
校
教
育

法
の
改
正
（
第
六
十
九
条
の
三
ほ

か
）
に
よ
り
、
教
育
研
究
水
準
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
自
己
点
検
・
自
己
評
価
を
行

う
と
と
も
に
、
認
証
評
価
機
関
に

よ
る
評
価
を
受
け
る
こ
と
及
び
そ

の
結
果
の
公
表
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

質
問
に
よ
る
評
価
が
、
学
校
教

育
法
第
六
十
九
条
の
三
第
一
項
の

自
己
点
検
・
自
己
評
価
又
は
第
六

十
九
条
の
三
第
二
項
認
証
評
価
機

関
に
よ
る
評
価
で
あ
る
な
ら
ば
、

法
令
で
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

そ
の
目
的
は
「
教
育
研
究
水
準
の

向
上
に
資
す
る
た
め
」
で
あ
る
の

ＱＡＡＡ

Ｑ

ＡＡＡ

【国公私立大学を通じた大学教育改革の支援に係る補助金（事業年度別）】

年
度 プログラム名 補助金名 補助

事業者 収入科目名

平
成
16
年
度

特色ある大学教育支援プログラム

大学改革推
進等補助金 研究者

個人
預り金
（収入）

現代的教育ニーズ取組支援プログラム

法科大学院等専門職大学院形成支援プログラム

大学教育の国際化推進プログラム
（海外先進教育実践支援）

研究拠点形成
費等補助金

平
成
17
年
度

特色ある大学教育支援プログラム

大学改革推
進等補助金

大学等の
設置者

国庫補助金
（収入）

現代的教育ニーズ取組支援プログラム

大学教育の国際化推進プログラム
（ 長期海外留学支援、海外先進教育実践支
援、戦略的国際連携支援）

法科大学院等専門職大学院形成支援プログラム

地域医療等社会的ニーズに対応した
医療人教育支援プログラム

「魅力ある大学院教育」イニシアチブ

大学・大学院における教員養成推進プログラム

経
営
実
務
Ｑ
＆
Ａ

学
校
法
人
か
ら
私
学
経
営
相
談
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
会
計
処
理
に
関

す
る
質
問
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ま
と
め

ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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（
参
考
）

『
学
校
法
人
の
経
営
に
関
す
る
実
務
問
答
集
《
第
２
次
改
訂
版
》』

の
設
問
95

Ｑ　
自
己
点
検
・
自
己
評
価
書
の
印
刷
代
は
「
教
育
研
究
経
費
（
支

出
）」
か
「
管
理
経
費
（
支
出
）」
か

Ａ　
各
学
校
の
自
己
点
検
・
自
己
評
価
書
の
内
容
を
見
る
と
教
育

研
究
活
動
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
一
部
に
管
理
的
な
内

容
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
管
理
的
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
場
合
は
原
則
と
し
て
合
理
的
に
按
分
す
る
の
が
望
ま
し
い
。（
平

成
九
年
）

三　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
に
伴
う
会
計
処
理

　

通
学
用
の
バ
ス
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
別
途
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
を
請
求
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
支
出
に
係
る
会

計
処
理
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
十
七
年
一
月
一
日
よ
り
「
使
用
済
自
動
車
の
再

資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
」（
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
）

が
本
格
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
使
用
済
自
動
車
（
廃

車
）
か
ら
出
る
有
用
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
環
境
問
題

へ
の
対
応
を
図
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
（
フ
ロ
ン
類
の
回
収
・
破
壊
並

び
に
エ
ア
バ
ッ
グ
類
及
び
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
の
リ
サ
イ

ク
ル
）
に
必
要
と
な
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
所
有
者

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
負
担
の
時
点
は
、

　

ア　

制
度
施
行
後
購
入
さ
れ
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
購

入
時

　

イ　

制
度
施
行
時
の
既
販
車
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
車
検

時
ま
で

　

ウ　

車
検
を
受
け
る
前
に
使
用
済
み
と
な
る
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
引
取
業
者
へ
の
引
渡
し
時

と
な
り
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
費
用
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
料
金

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
料
金

　

②
エ
ア
バ
ッ
グ
類
料
金

　
　

回
収
・
運
搬
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
料
金

　

③
フ
ロ
ン
類
料
金

　
　

回
収
・
運
搬
と
破
壊
に
必
要
な
料
金

　

④
情
報
管
理
料
金

　
　

 

リ
サ
イ
ク
ル
工
程
に
回
っ
た
使
用
済
自
動
車
の
状
況
を

電
子
情
報
で
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
料
金

　

⑤
資
金
管
理
料
金

　
　

 

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
収
納
及
び
管
理･

運
用
を
行
う
た

め
に
必
要
な
料
金

こ
れ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
の
う
ち
、
①
〜
④
に
つ
い
て
は

「
預
託
金
」
と
し
て
使
用
済
自
動
車
の
引
渡
し
ま
で
自
動
車

所
有
者
の
資
産
と
な
り
、
使
用
済
自
動
車
と
し
て
引
取
業
者

に
引
き
渡
し
た
時
点
で
、
最
終
所
有
者
が
費
用
処
理
を
、
ま

た
⑤
に
つ
い
て
は
、
支
払
っ
た
時
点
で
費
用
処
理
を
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、本
質
問
の
場
合
、上
記
預
託
金
（
①
〜
④
）

に
つ
い
て
は
、
計
算
書
類
に
お
い
て
表
の
よ
う
に
計
上
さ
れ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
資
金
管
理
料
金
（
⑤
）
に
つ
い
て
は
、
購
入
す
る

自
動
車
の
使
用
目
的
等
に
応
じ
て
、
大
科
目
「
教
育
研
究
経

費
（
支
出
）」
か
「
管
理
経
費
（
支
出
）」
を
区
分
し
た
上
で
、

小
科
目
に
つ
い
て
は
例
え
ば
「
委
託
手
数
料
（
支
出
）」
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

★
学
校
法
人
会
計
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
文
部
科
学
省
令
第
十
七
号
に

よ
り
、
学
校
法
人
会
計
基
準
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
文
部
科
学
省
よ
り
平
成
十
七
年
五
月
十
三
日
、

文
部
科
学
大
臣
所
轄
各
学
校
法
人
理
事
長
及
び
各
都
道
府
県

知
事
あ
て
に
「
学
校
法
人
会
計
基
準
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
通
知
）」、「
学
校
法
人
会
計
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
計

算
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
（
通
知
）」
が
発
出
さ
れ
、内
容
は
、

「
基
本
金
の
取
崩
し
の
弾
力
化
」
及
び
「
計
算
書
類
の
注
記

事
項
の
充
実
」
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
七
年
度
の
計
算
書

類
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

各
学
校
法
人
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
不
明
な
点
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
私
学
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。問

い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
四
九
〇
一
〜
〇
二

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

ＱＡＡＡ

○預託金（①～④）の場合　（上段が大（中）科目、下段が小科目の例）

区　分 資金収支計算書 消費収支計算書 賃借対照表

購入時
その他の支出
預託金支出 ――

その他固定資産※１
預託金

売却した時
※２

その他の収入
預託金回収収入 ――

流動資産
現金預金
（預託金はなくなる）

廃車した時
（最終所有者と
して引取業者
へ引渡した時）

※３

①その他の収入
　預託金回収収入
②教育研究（管理）経費支出
　委託手数料支出

教育研究（管理）経費
委託手数料

（預託金はなくなる）

※1　自動車を1年以上保有する場合。1年未満であれば流動資産に計上する。
※2　売却した場合、その代金に預託金相当額が含まれている。
※3　廃車した場合、①により預託金を一旦回収し、②により費用処理する。
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特
別
補
助
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
格
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
私
立
大
学
教
育
研
究
高
度
化
推
進

特
別
補
助
（
文
部
科
学
省
執
行
分
）
に
つ
い
て

は
、
事
務
手
続
き
を
引
き
続
き
事
業
団
で
行
い

ま
す
の
で
、
本
号
で
は
、
文
部
科
学
省
執
行
分

計
画
書
及
び
私
学
事
業
団
執
行
分
調
査
票
の
作

成
に
あ
た
り
、
学
校
法
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質

問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

文
部
科
学
省
執
行
分

一　

研
究
科
の
教
育
・
研
究
活
動
状
況

 　

平
成
十
七
年
度
か
ら
様
式
３―

３
「
教

育
研
究
拠
点
大
学
院
重
点
経
費
」
の
研
究

科
の
教
育
・
研
究
活
動
状
況
調
書
に
お
い

て
、「
学
位
授
与
数
」
か
ら
論
文
博
士
は

除
く
こ
と
、「
学
会
誌
・
国
際
学
会
議
事

録
等
に
記
載
さ
れ
た
学
術
研
究
論
文
数
」

か
ら
学
内
紀
要
は
除
く
こ
と
な
ど
、
い
く

つ
か
の
項
目
で
取
扱
い
の
変
更
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
過
去
三
年
の
実
績
（
平
成

十
四
・
十
五
・
十
六
年
度
）
を
記
入
す
る

場
合
は
、
前
年
度
提
出
し
た
計
画
書
の
実

績
（
平
成
十
三
・
十
四
・
十
五
年
度
）
と

平
成
十
四
・
十
五
年
度
の
数
値
が
異
な
っ

て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 　

今
年
度
の
計
画
書
の
過
去
三
年
の
実
績

を
記
入
す
る
際
に
は
、
変
更
後
の
新
し
い

基
準
で
、
過
去
の
年
度
に
つ
い
て
も
人
数

等
を
カ
ウ
ン
ト
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

そ
の
結
果
、
前
年
度
以
前
の
計
画
書
と

異
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
前
年
度
以

前
の
計
画
書
を
差
し
替
え
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

二　

教
育
改
革
方
策
の
実
施
状
況
調
書

 　

平
成
十
七
年
度
の
様
式
７
「
教
育
改
革

方
策
の
実
施
状
況
調
書
」
は
「
平
成
十
六

年
度
の
実
施
結
果
を
記
入
す
る
こ
と
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
に
「
定
期

的
な
外
部
評
価
の
実
施
及
び
公
表
状
況
」

の
「
定
期
的
な
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　

ま
た
、
仮
に
平
成
十
五
年
度
に
大
学
基

準
協
会
の
相
互
評
価
を
実
施
し
、
次
回
平

成
二
十
二
年
度
に
認
証
評
価
と
し
て
相
互

評
価
を
受
け
る
予
定
の
場
合
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

 　

こ
こ
で
い
う「
定
期
的
な
」と
は
毎
年
・

隔
年
・
五
年
に
一
度
な
ど
計
画
的
に
外
部

評
価
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
必

ず
し
も
平
成
十
六
年
度
に
実
施
し
て
い
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
平
成
十
五
年

度
に
実
施
し
て
い
て
、
次
に
平
成
二
十
二

年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
も
該
当
し
ま
す
。

　
　
　

な
お
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
認
証
評
価

は
外
部
評
価
か
ら
除
く
取
り
扱
い
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
質
問
の
よ
う
に

前
回
（
平
成
十
五
年
度
）
の
相
互
評
価
は

認
証
評
価
で
は
な
か
っ
た
が
、
次
回
の
相

互
評
価
（
平
成
二
十
二
年
度
）
は
認
証
評

価
に
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
外

部
評
価
の
実
施
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　
　
　

こ
の
計
画
書
で
は
、
直
近
の
外
部
評
価

実
施
年
度
を
記
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
質
問
に
あ
る
相
互
評
価
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
五
年
度
時
点
で
は
認
証
評

価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
外
部
評
価
の

実
施
有
り
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　
　

な
お
、こ
の
考
え
方
は
様
式
３―

３「
教

育
研
究
拠
点
大
学
院
重
点
経
費
」
の
研
究

科
の
教
育
・
研
究
活
動
状
況
調
書
及
び
様

式
３―

15
の
「
特
定
大
学
院
支
援
経
費
計

画
書
」
で
、「
定
期
的
な
外
部
評
価
の
実

施
及
び
公
表
状
況
」
欄
に
直
近
年
度
の
実

施
状
況
を
記
入
す
る
場
合
に
お
い
て
も
同

様
で
す
。

三　

外
国
大
学
等
と
の
学
生
交
流

 　

昨
年
度
は
、「
外
国
大
学
等
と
の
学
生
・

教
員
の
交
流
」
と
「
高
等
教
育
研
究
改
革

推
進
経
費
」
の
う
ち
、「
ハ　

国
際
的
視

野
の
涵
養
の
た
め
の
教
育
研
究
の
③
海
外

教
育
研
究
機
関
と
の
相
互
交
流
に
関
す
る

も
の
」
は
重
複
申
請
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
扱
い
は
平
成
十
七
年
度

は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

 　

平
成
十
七
年
度
は
、補
助
費
目
の
整
理
・

統
合
に
よ
り
、「
外
国
大
学
等
と
の
学
生
・

教
員
の
交
流
」
は
「
外
国
大
学
等
と
の
学

生
交
流
」
に
、「
高
等
教
育
研
究
改
革
推

進
経
費
」
の
う
ち
、「
ハ　

国
際
的
視
野

の
涵
養
の
た
め
の
教
育
研
究
」
は
「
国
際

化
推
進
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
　
　

こ
の
た
め
、
平
成
十
七
年
度
は
「
外
国

大
学
等
と
の
学
生
交
流
」
と
「
国
際
化
推

進
」
③
海
外
教
育
研
究
機
関
と
の
相
互
交

流
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
重
複
申
請
は

で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
執
行
分

四　

教
育
訓
練
講
座

  

「
教
育
訓
練
講
座
」
の
対
象
で
あ
る
受
給

対
象
者
に
つ
い
て
、
実
際
に
給
付
金
の
支

給
が
な
か
っ
た
人
も
含
め
て
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。

  

「
教
育
訓
練
講
座
」
は
講
座
申
し
込
み
の

時
点
で
そ
の
人
が
教
育
訓
練
給
付
金
の
受

給
対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
要
件
で
す
の

で
、
実
際
に
講
座
修
了
後
に
受
講
者
本
人

が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
給
付
金
を
受
け
た

か
否
か
は
確
認
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

た
だ
し
、
受
給
資
格
が
あ
る
か
否
か
の

確
認
は
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

特
別
補
助
課

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
八
五
〜
八
六（
一
係
）

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
八
七
〜
八
八（
二
係
）

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）八
四
六
五
〜
六
六（
三
係
）

Ｅ
メ
ー
ル　

tokuho@
shigaku.go.jp

特
別
補
助
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ



第９２号 平成１７年８月１日

7

　

名
は
体
を
表
す

　

名
は
体
を
表
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
年
は

昌
平
黌
い
わ
き
短
期
大
学
創
立
四
十
周
年
・
東

日
本
国
際
大
学
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

を
迎
え
、
私
学
の
憲
法
、
建
学
の
精
神
を
象
徴

す
る
孔
子
祭
は
、
年
間
を
通
し
本
学
四
大
行
事

の
一
つ
と
し
て
創
立
者
の
意
図
す
る
処
を
記
念

し
、
年
々
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
学

に
と
っ
て
建
学
の
精
神
を
象
徴
す
る
式
典
は
、

こ
の
孔
子
祭
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

孔
子
は
今
を
去
る
二
五
五
六
年
前
の
人
で
あ

り
ま
す
が
、
世
界
四
大
聖
人
の
筆
頭
に
数
え
ら

れ
る
聖
人
で
あ
り
、
論
語
を
通
し
て
東
洋
的
文

化
の
基
礎
を
築
い
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
に
於
い
て
二
十
一
世
紀
を
迎
え
て

今
日
に
遡
り
ま
す
こ
と
二
五
五
六
年
。
そ
れ
が

孔
子
思
想
の
実
体
で
あ
り
、
ま
さ
に
孔
子
文
化

の
真
髄
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
孔
子

は
生
き
て
い
る
と
い
う
の
が
私
の
実
感
で
あ
り

ま
す
。
論
語
に
示
さ
れ
る
一
言
一
句
は
そ
の
ま

ま
現
代
社
会
の
道
理
道
徳
で
あ
り
、
現
代
人
と

雖い
え
ども
一
時
も
忽ゆ
る
がせ
に
出
来
な
い
真
理
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
言
一
句
が
、

本
学
の
母
体
校
で
あ
る
昌
平
中
学
・
高
等
学
校

の
創
立
訓
「
修
為
要
領
十
七
条
」
に
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
は
全
て
日
本

人
の
文
化
の
基
礎
で
あ
り
、
論
語
が
基
本
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

斯か

く
し
て
今
年
の
孔
子
祭
は
、
前
述
の
通
り

本
黌
各
大
学
の
創
立
を
記
念
致
し
ま
し
て
「
経

世
済
民
」
と
「
忠
恕
」
の
心
に
代
表
さ
れ
る
平

和
経
済
学
、
儒
学
文
化
圏
を
始
め
と
す
る
東
南

ア
ジ
ア
、
強
き
ょ
う

々き
ょ
うで
は
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
学

術
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

私
学
の
憲
法
と
し
て
の
建
学
の
精
神
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
今
、建
学
の
精
神
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
問
題
は
昨
今
の
社
会
情
勢
を
思
い
ま
す
と

き
、
教
育
以
前
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
ま
さ
に
孔
子
の
教
え

に
基
づ
く
「
行
義
以
達
其
道
」
本
黌
建
学
以
来

の
大
精
神
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
「
有
教
無
類
」

指
導
教
育
の
実
践
で
あ
り
、
本
日
こ
の
祭
典
執

行
の
持
つ
最
大
の
意
義
で
あ
り
ま
す
。

　

「
友
遠
方
よ
り
来
る
在
り
、
ま
た
楽
し
か
ら

ず
や
」
今
年
の
孔
子
祭
に
は
、
孔
子
生
誕
の
地

で
あ
る
中
国
山
東
省
曲
阜
市
か
ら
曲
阜
師
範
大

学
、
曲
阜
師
範
学
校
始
め
各
国
姉
妹
校
各
大
学

一
六
校
よ
り
三
〇
名
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
さ
ら
に
国
内
、
地
元
関
係
者
を
合
わ
せ
数

多
く
の
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
が
、
去
る
六
月
二
十
二
日
に
行
い

ま
し
た
本
学
の
孔
子
祭
建
学
の
精
神
を
記
念
す

る
報
告
の
一
端
で
あ
り
ま
す
。

　

今
な
ぜ
建
学
の
精
神
な
の
か･･･

　

学
術
研
究
は
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
も
「
有
教

無
類
」
教
え
有
り
て
類
い
無
し
、
生
ま
れ
た
ま

ま
の
人
間
は
誰
で
も
平
等
で
あ
り
、
教
育
に
よ

っ
て
の
み
人
々
の
心
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

の
で
あ
る
と
諭
し
て
い
る
よ
う
に
教
育
が
全
て

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
現
代
社
会
の
学
校
教
育

法
に
鑑
み
て
心
の
教
育
と
は
何
処
に
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
が

建
学
の
精
神
で
あ
り
、
こ
れ
を
具
現
化
す
る
の

が
私
学
、
そ
し
て
建
学
の
精
神
で
あ
り
、
教
育

以
前
の
問
題
と
し
て
心
の
教
育
が
上
げ
ら
れ
ま

す
。
然し

か
ら
ば
一
体
全
体
、
何
処
で
誰
が
教
え

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
週
五
日
制
、
ゆ
と

り
あ
る
教
育
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
ゆ
と

り
と
心
の
教
育
で
出
発
し
た
は
ず
で
あ
り
ま
す

が
、
朝
令
暮
改
と
い
う
こ
と
で
は
果
た
し
て
心

の
教
育
等
は
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。
昔
か
ら

子
供
は
親
の
背
を
見
て
育
つ
も
の
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
現
代
版
夫
婦
共
稼
ぎ
で
は
、
子

供
は
一
体
誰
を
、
何
を
見
て
育
つ
の
で
し
ょ
う

か
。

　

学
力
低
下
や
凶
悪
犯
罪
等
々
子
供
は
全
て
加

害
者
で
は
な
く
、
被
害
者
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
現
在
中
国
で
は
一
人
っ
子
政
策
を
打
ち

出
し
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
の
現
状
で
は
少
子

高
齢
化
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま
ま
十
年

二
十
年
と
推
移
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

生
産
人
口
の
激
減
期
を
迎
え
、
福
祉
と
環
境
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
く
る
こ
と
は
火
を
見

る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
い

て
も
教
育
以
前
の
問
題
と
し
て
私
学
と
建
学
の

精
神
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
教
育
改
革
は
基
本
的

に
は
社
会
制
度
の
改
革
で
あ
り
ま
す
の
で
、
子

育
て
支
援
対
策
等
に
つ
い
て
は
ま
た
の
機
会
と

し
て
、
こ
こ
で
は
私
学
と
建
学
の
精
神
に
つ
い

て
苦
言
を
呈
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私学の憲法、
　　建学の精神について

学校法人　昌平黌
　理事長　田久　孝翁

随想
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私
学
事
業
団
の
学
術
研
究
振
興
基
金
は
、
私
学
の
特
色
で

あ
る
独
自
性
、
弾
力
性
、
潜
在
力
を
発
揮
し
、
公
共
に
奉
仕

す
る
た
め
の
学
術
研
究
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
設
立
さ
れ
、
毎
年
優
れ
た
研
究
に
対
し
学
術
研
究
振
興
資

金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
十
六
年
度
に
そ
の
交
付
対
象
と
な
っ

た
研
究
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に

　

石
油
は
今
日
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
と
同
時
に
主
要
な
環
境
汚
染
の
原
因

物
質
の
一
つ
で
あ
る
。
一
度
自
然
環
境
中
に
放
出
さ
れ
た
石

油
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
存
在
し
、
周
囲
の
環
境
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
。
特
に
タ
ン
カ
ー
事
故
等
に
よ
る
沿
岸

海
域
の
石
油
汚
染
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
立
研
究
評
議
会
（N

RC

）
や
経

済
協
力
開
発
機
構
（O

ECD

）
に
よ
る
と
、
海
洋
環
境
へ
流

出
し
た
石
油
総
量
は
、
お
お
よ
そ
年
間
三
〇
〇
万
ｔ
位
と
見

積
も
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
船
舶
事
故
な
ど
に
よ
り
海
洋

に
流
出
さ
れ
る
石
油
は
、
海
洋
へ
流
出
す
る
石
油
の
総
量
の

十
％
以
下
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
見
、
こ
の
数
字
か
ら
、

船
舶
事
故
な
ど
に
よ
る
海
洋
の
石
油
汚
染
は
、
全
体
と
し
て

み
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
読
者
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
石
油
タ
ン
カ
ー
事
故
に
よ
る
海
洋

へ
の
石
油
の
流
出
は
、
想
像
も
つ
か
い
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
。

　

最
近
起
こ
っ
た
石
油
流
出
事
故
を
み
て
み
る
と
、例
え
ば
、

二
〇
〇
二
年
十
一
月
の
ス
ペ
イ
ン
北
西
部
の
沖
合
で
起
き
た

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
号
の
事
故
で
は
、
船
体
が
二
つ
に
折
れ
て
沈

没
し
、
一
〇
、
〇
〇
〇
ｔ
近
く
の
原
油
が
流
出
し
、
観
光
地

で
あ
る
ガ
リ
ー
シ
ア
地
方
の
沿
岸
が
約
二
〇
〇
㎞
に
わ
た
っ

て
流
出
し
た
原
油
に
汚
染
さ
れ
、
周
辺
域
の
産
業
や
生
態
系

に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
一
月

に
南
米
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
沖
で
起
き
た
ジ
ェ

シ
カ
号
の
事
故
で
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
説
誕
生
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
貴
重
な
生
態
系
が
、

僅
か
一
、
〇
〇
〇
ｔ
ほ
ど
の
石
油
の
流
出
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
、
緊
急
事
態
宣
言
ま
で
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
が
典
型
的
に
示
す
よ
う
に
、
石
油
流
出
事

故
は
、
事
故
に
対
す
る
充
分
な
備
え
が
無
い
よ
う
な
沿
岸
地

域
で
、
突
然
、
石
油
が
流
出
し
、
そ
の
環
境
に
多
大
な
影
響

を
与
え
、
重
大
な
被
害
発
生
に
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
流
出
油
の
処
理
は
、
主
に
機
械
的
、
化
学
的

処
置
が
行
わ
れ
て
お
り
、
流
出
油
の
大
半
は
こ
れ
ら
の
処
理

で
回
収
で
き
る
。
し
か
し
、
岩
礁
地
帯
の
複
雑
な
地
形
に
入

り
込
ん
だ
流
出
油
を
こ
れ
ら
の
処
置
だ
け
で
完
全
に
除
去
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
化
学
的
処
置
に
よ
る
環

境
汚
染
等
の
二
次
的
な
汚
染
も
問
題
と
な
る
。
エ
ク
ソ
ン
バ

ル
デ
ス
号
の
事
故
で
は
、
海
岸
に
漂
着
し
浜
辺
の
岩
石
や
砂

に
付
着
し
た
流
出
油
を
高
圧
熱
水
で
洗
浄
し
た
が
、
高
圧
熱

水
に
よ
る
生
態
系
へ
の
被
害
の
方
が
大
き
か
っ
た
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、（
微
）
生
物
を
使
っ
た
環
境
浄

化
（
バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。

本
研
究
は
、
将
来
的
な
石
油
汚
染
海
洋
環
境
の
浄
化
を
目
指

し
た
新
し
い
バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
の
開
発
の
取

組
み
で
あ
る
。

　

本
研
究
の
目
的

　

一
般
に
海
水
中
に
は
一
ml
あ
た
り
105
〜
106
個
の
微
生
物
が

存
在
す
る
。
こ
れ
ら
微
生
物
の
間
で
は
、
共
生
を
は
じ
め
と

し
た
複
雑
で
多
様
な
相
互
関
係
が
築
か
れ
、
複
合
微
生
物
群

集
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
石
油

汚
染
は
、
一
、
〇
〇
〇
種
以
上
の
炭
化
水
素
化
合
物
の
複
合

汚
染
で
あ
り
、
汚
染
域
に
は
ア
ル
カ
ン
の
よ
う
な
短
期
間
で

消
失
す
る
成
分
か
ら
多
環
芳
香
族
炭
化
水
素
（PA

H
s

）
の

よ
う
に
長
期
間
残
留
す
る
成
分
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、実
際
の
海
洋
石
油
汚
染
の
主
役
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

PA
H
s

な
ど
を
中
心
と
す
る
難
分
解
性
画
分
で
あ
る
。

　

バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
環
境
負
荷
の
少
な
い
有

効
な
浄
化
法
で
あ
る
が
、
従
来
法
の
よ
う
に
、
汚
染
域
に
存

在
す
る
微
生
物
群
全
体
の
活
性
を
高
め
る
よ
う
な
手
法
で

は
、
分
解
性
の
高
い
成
分
の
分
解
が
速
ま
る
だ
け
で
、
難
分

解
性
画
分
は
分
解
さ
れ
ず
に
高
濃
度
に
残
留
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　

効
果
的
な
バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
を
開
発
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
最
も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
難
分
解

性
画
分
の
分
解
を
担
う
微
生
物
を
海
洋
微
生
物
群
集
の
中
か

ら
特
定
し
、
そ
の
菌
学
的
情
報
を
収
集
・
蓄
積
す
る
と
い
っ

た
特
定
の
微
生
物
に
注
目
し
た
解
析
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
同
微
生
物
が
活
躍
し
や
す
い
よ
う
に
微
細
環
境
を
整
え

る
、
あ
る
い
は
、
汚
染
下
の
微
生
物
群
集
構
造
を
変
化
さ
せ

る
な
ど
の
複
合
微
生
物
群
集
に
注
目
し
た
解
析
が
必
要
で
あ

学
術
研
究
振
興
資
金　

交
付
対
象
研
究
の
紹
介

微
生
物
を
用
い
た
環
境
浄
化

―

新
規
バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
の
開
発―

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授　

中
嶋　

睦
安
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る
。
こ
の
段
階
で
は
、
複
合
微
生
物
群
集
に
お
け
る
異
種
間

相
互
作
用
の
制
御
技
術
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
た
め
本
研
究

で
は
、
微
生
物
群
集
構
造
の
培
養
制
御
技
術
の
開
発
お
よ
び

そ
れ
を
利
用
し
た
新
規
バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
を

開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

一　

新
規P

A
H
s

分
解
菌
の
探
索

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
石
油
汚
染
の
バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
最
も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
は
、PA

H
s

の
分

解
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
海
水
中
か
ら
多
様
なPA

H
s

分
解
菌

が
取
得
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
汚
染
域
で
のPA

H
s

分
解
に
は

多
様
なPA

H
s

分
解
菌
が
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
実
際
のPA

H
s

分
解
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
微
生
物
種
は
多
く
な
く
、
中
で
も

Cycloclasticus

は
、
海
域
を
問
わ
ず
普
遍
的
に
検
出
さ
れ

る
重
要
な
種
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

二　

難
培
養
性P

A
H
s

分
解
菌
の
培
養
法
の
確
立

　

Cycloclasticus

は
、
海
洋
に
お
け
るPA

H
s

分
解
の
主
役

と
考
え
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
難
培
養
性
の
た
め
、
多
く
の

場
合
、
そ
の
存
在
をD

N
A

レ
ベ
ル
で
し
か
特
定
で
き
な
か

っ
た
が
、
今
回
、
そ
の
培
養
法
を
確
立
し
、
同
菌
の
微
生
物

生
理
学
的
検
討
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

三　

バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
有
効
な
機
能
性
バ
イ

オ
ポ
リ
マ
ー
の
発
見

　

高
濃
度
石
油
耐
性
石
油
分
解
菌
の
探
索
を
行
っ
た
結
果
、

R
hodococcus rhodochrous S-2

株
は
一
〇
、
〇
〇
〇
ppm

の
石
油
存
在
下
で
も
生
育
で
き
る
石
油
耐
性
石
油
分
解
菌
で

あ
り
、
同
株
の
生
産
す
る
細
胞
外
多
糖
（S-2 EPS

）
が
、

強
力
な
界
面
活
性
作
用
や
他
の
微
生
物
へ
の
溶
媒
耐
性
を
も

た
ら
す
有
効
な
物
質
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
構

造
に
検
討
を
加
え
た
。

四　

特
定
微
生
物
の
選
択
的
活
性
化
を
利
用
し
た
新
規
バ
イ

オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
の
開
発

　

石
油
汚
染
海
洋
環
境
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
に
お
い

て
、S-2 EPS

を
投
与
す
る
こ
と
で
、
海
洋
微
生
物
群
集
の

中
で
もPA

H
s

の
分
解
に
最
も
重
要
なCycloclasticus

を
選

択
的
に
活
性
化
し
、
海
水
土
着
の
微
生
物
群
の
石
油
分
解
活

性
を
大
幅
に
促
進
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
図
参
照
）。

　

ま
と
め
と
今
後
の
展
望

　

バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
主
役
は
汚
染
域
に
存
在

す
る
微
生
物
群
で
あ
る
。バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

汚
染
土
壌
や
汚
染
地
下
水
の
浄
化
な
ど
で
、
他
の
環
境
か
ら

隔
離
さ
れ
た
閉
鎖
環
境
を
対
象
と
し
て
、
汚
染
物
質
分
解
菌

の
添
加
と
、
栄
養
分
や
温
度
な
ど
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
組
み

合
わ
せ
、
大
き
な
浄
化
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
タ
ン
カ
ー
事
故
で
発
生
す
る
石
油
汚
染
海
洋
環

境
は
こ
れ
と
は
全
く
異
な
り
、
他
の
環
境
か
ら
隔
離
で
き
な

い
開
放
系
で
あ
り
、
温
度
な
ど
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
ほ
と
ん

ど
不
可
能
で
、
汚
染
物
質
分
解
菌
の
添
加
も
そ
の
増
殖
や
生

態
系
へ
の
影
響
の
点
か
ら
も
困
難
で
あ
る
。

　

石
油
汚
染
海
洋
環
境
で
の
有
効
な
浄
化
手
法
の
開
発
の
た

め
に
は
、
複
合
微
生
物
群
集
が
も
つ
有
用
な
生
理
活
性
を
探

索
し
、
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
現
段
階
で
考
え
る

限
り
、Cycloclasticus
の
も
つPA

H
s

分
解
活
性
は
、
海
洋

に
存
在
す
る
最
も
強
力
なPA

H
s

浄
化
力
で
あ
る
が
、
通
常

の
海
洋
複
合
微
生
物
群
集
の
中
で
は
希
少
な
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
展
開
に
よ
り
、こ
の
希
少
な
生
理
活
性
を
特
定
し
、

有
効
利
用
す
る
新
規
浄
化
技
術
開
発
の
可
能
性
を
導
き
出
し

た
。

　

本
技
術
の
開
発
は
、
微
生
物
の
生
産
す
る
機
能
性
物
質
を

利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
ク
リ

ー
ン
な
技
術
開
発
に
十
分
応
え
ら
れ
る
も
の
に
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
複
合
微
生
物
群
集
に

お
け
る
異
種
微
生
物
間
の
相
互
作
用
や
微
生
物―

基
質
間
の

相
互
作
用
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
そ

れ
に
必
要
な
理
論
の
構
築
、
解
析
手
法
な
ど
を
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。

謝
辞

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

と
（
株
）
海
洋
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
と
の
共
同
研

究
で
あ
り
、
本
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。石油汚染直後 分解中 汚染前のきれいな海洋環境へ

多様なアルカン分解薬による
アルカンの分解

S-2 EPSの添加
によるPAHs分解促進

石油の消失
生態系の回復

　

本
研
究
は
、
日
本
私
立

学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

の
学
術
研
究
振
興
資
金
の

他
に
、
文
部
科
学
省
二
十

一
世
紀CO

E

プ
ロ
グ
ラ

ム
、
文
部
科
学
省
科
学
研

究
費
補
助
金
、
木
原
記
念

横
浜
生
命
科
学
財
団
研
究

助
成
金
の
援
助
を
受
け
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
通
産
省
工
業
技

術
院
の
産
業
科
学
技
術
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
複
合
生
物

等
生
物
資
源
利
用
技
術
開

発
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
こ
の
研
究
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
十
六
年
度
に
か
け
て

交
付
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

S-2 EPSによって活性化されたCycloclasticus
属細菌がPAHsを分解して増殖
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【共済業務の相談体制一覧】

相　談　窓　口 電　話　番　号 ファクシミリ番号

相談室（広報相談センター） 03（3813）5321（代表） 03（3813）1081

共
済
業
務
課

札幌ガーデンパレス 011（222）6234（直通） 011（222）6311

仙台ガーデンパレス 022（299）6231（直通） 022（299）6296

名古屋ガーデンパレス 052（957）1388（直通） 052（957）1387

大阪ガーデンパレス 06（6393）9701（直通） 06（6393）9728

広島ガーデンパレス 082（262）1134（直通） 082（262）1149

福岡ガーデンパレス 092（752）0651（直通） 092（713）3581

私学共済相談員（年金試算を除く） 次ページを参照してください

 
共
済
業
務

 
の
相
談

　

私
学
事
業
団
で
は
、
年
金
や
医
療
を

は
じ
め
共
済
業
務
に
対
す
る
加
入
者
や

事
務
担
当
者
、
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
丁
寧
に
対

応
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

相
談
体
制

　

各
種
の
相
談
は
、共
済
事
業
本
部
の
相
談
室
、

各
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
東
京
・
京
都
を
除
く
）

の
共
済
業
務
課
の
ほ
か
、
各
県
（
共
済
業
務
課

が
設
置
さ
れ
て
い
る
道
府
県
並
び
に
そ
の
近
郊

に
位
置
す
る
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
及
び
兵
庫

の
各
県
を
除
く
）
に
一
名
ず
つ
委
嘱
し
て
い
る

私
学
共
済
相
談
員
に
よ
っ
て
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

 

相
談
で
き
る
日
時

●
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
及
び
十
二
月
二
十

八
日
か
ら
一
月
四
日
を
除
く
）

●
午
前
九
時
十
五
分
〜
午
後
五
時
（
私
学
共
済

相
談
員
は
午
後
一
時
〜
四
時
）

◆
電
話
に
よ
る
相
談
は

　

休
み
明
け
や
週
末
に
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

一
日
の
う
ち
で
は
午
前
中
に
集
中
し
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
比
較

的
空
い
て
い
る
週
の
中
頃
や
午
後
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

文
書
に
よ
る
相
談

　

文
書
で
相
談
す
る
場
合
は
、
加
入
者
番
号
又

は
年
金
証
書
番
号
、
連
絡
先
の
氏
名
と
電
話
番

号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
細
か

く
確
認
し
な
い
と
正
確
な
回
答
が
で
き
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

 

年
金
の
試
算

　

年
金
の
試
算
は
原
則
と
し
て
年
金
受
給
権
の

発
生
す
る
一
年
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

年
金
の
試
算
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
内
容

で
す
の
で
、
文
書
又
は
来
訪
に
よ
っ
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

様
式
用
紙
等
の
請
求

　

様
式
用
紙
等
の
手
続
き
用
紙
の
請
求
に
は
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
請
求
の

際
は
、
①
学
校
名　

②
学
校
記
号
番
号　

③
送

付
先
住
所
・
郵
便
番
号　

④
電
話
番
号　

⑤
担

当
者
名　

⑥
様
式
用
紙
名
（
様
式
番
号
の
み
は

不
可
）
⑦
必
要
部
数
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
資
格
取
得
報
告
書
等
一
部
の
様
式
用

紙
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
事
務
担
当
者
コ
ー
ナ

ー
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 
http://w

w
w
.shigakukyosai.jp/

〈共済事業本部・相談室〉
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事務担当者や加入者の皆さんを対象とした相談業務を補完するため相談員制度を設けています。
ぜひご相談ください。
 平成17年７月１日現在

県名 氏　　名 所 属 学 校 等 郵便番号 学　校　所　在　地 電話番号

青 森 長
おさ

内
ない

弘
ひろ

光
みつ
弘前学院本部 036-8577 弘前市稔町13－1 0172（36）5224

岩 手 古
ふる

川
かわ

靖
やす

弘
ひろ
盛岡スコーレ高等学校 020-0851 盛岡市向中野字才川2－3 019（636）0827

秋 田 奈
な

良
ら

通
みち

也
や
秋田経済法科大学 010-8515 秋田市下北手桜字守沢46－1 018（836）1342

山 形 小
お ざ ま

座間瑠
る み こ

美子 山形学院高等学校 990-0039 山形市香澄町3－13－15 023（641）4116
福 島 佐

さ

藤
とう

二
じ

郎
ろう
桜の聖母学院 960-8112 福島市花園町3－6 024（534）8891

茨 城 友
とも

常
つね

和
かず

久
ひさ
茨城高等学校 310-0065 水戸市八幡町16－1 029（221）4936

栃 木 松
まつ

山
やま

め ぐ み 作新学院高等学校 320-8525 宇都宮市一の沢1－1－41 028（648）1811
群 馬 田

た

代
しろ

文
ぶん

衛
え
樹徳高等学校 376-0023 桐生市錦町1－1－20 0277（45）2258

新 潟 真
しん

保
ぼ

　 稔
みのる

新潟経営大学 959-1321 加茂市希望が丘2909－2 0256（53）3000
富 山 須

す

田
だ

悦
えつ

三
ぞう
高朋高等学校 931-8452 富山市東富山寿町1－1－39 076（437）9950

石 川 安
あ

部
べ

玲
れい

子
こ
北陸学院法人事務局 920-1396 金沢市三小牛町イ－11 076（280）3858

福 井 藤
ふじ

田
た

律
りつ

子
こ
仁愛女子高等学校 910-0004 福井市宝永4－9－24 0776（24）0493

山 梨 早
はや

川
かわ

由
ゆ み こ

美 子 東海大学甲府高等学校 400-0063 甲府市金竹町1－1 055（227）1111
長 野 丸

まる

山
やま

正
まさ

樹
き
松本松南高等学校 390-0813 松本市埋橋2－1－1 0263（32）0685

岐 阜 一
いつ

花
か

正
まさ

和
かず
岐阜女子高等学校 501-6002 羽島郡岐南町三宅1－130 058（245）2670

静 岡 松
まつ

永
なが

均
ひとし

静岡雙葉中・高等学校 420-0853 静岡市葵区追手町10－71 054（255）0305
三 重 橋

はし

爪
づめ

衆
しゅう

一
いち
皇學館大学 516ｰ8555 伊勢市神田久志本町1704 0596（22）0201

滋 賀 井
いの

上
うえ

清
きよ

久
ひさ
滋賀女子短期大学 520-0803 大津市竜が丘24－4 077（524）3605

奈 良 湯
ゆ

谷
たに

 明
あ き お

生 帝塚山大学 631-0034 奈良市学園南3－1－3 0742（43）4433
和歌山 西

にし

岡
おか

幸
ゆき

男
お
開智高等学校 640-8481 和歌山市直川113－2 073（461）8080

鳥 取 岡
おか

本
もと

知
とも

巳
み
米子北高等学校 683-0804 米子市米原6－14－1 0859（22）9371

島 根 竹
たけ

中
なか

紀
のり

子
こ
松徳女学院高等学校 690-0015 松江市上の木1－14－51 0852（21）5478

岡 山 石
いし

井
い

知
とも

美
み
金光学園中学・高等学校 719-0104 浅口郡金光町占見新田1350 0865（42）3131

山 口 岡
おか

本
もと

　 朗
あきら

山口県鴻城高等学校 754-0002 吉敷郡小郡町下郷258－2 083（972）0307
徳 島 楠

くす

木
のき

享
きょう

子
こ
徳島工業短期大学 779-0108 板野郡板野町犬伏蓮花谷100 088（672）2311

香 川 八
や ぎ

木 美
み さ こ

佐 子 英明高等学校 760-0006 高松市亀岡町1－10 087（833）3737
愛 媛 高

たか

尾
お

義
よし

信
のぶ
松山大学 790-8578 松山市文京町4－2 089（925）7111

高 知 上
うえ

田
た

良
りょう

子
こ
高知県私立中学高等学校連合会 780-0870 高知市本町4－1－49 088（825）3363

佐 賀 吉
よし

浦
うら

靖
やす

之
ゆき
佐賀女子高等学校 840-0047 佐賀市与賀町153ｰ1 0952（24）5341

長 崎 本
もと

岡
おか

吉
よし

彦
ひこ
長崎国際大学 857-0047 佐世保市矢岳町1－8 0956（23）2196

熊 本 青
あお

木
き

周
しゅう

二
じ
熊本中央高等学校 860-0077 熊本市内坪井町4－8 096（354）2333

大 分 松
まつ

林
ばやし

隆
たか

通
みち
明豊高等学校 874-0903 別府市野口原3088 0977（27）3311

宮 崎 中
なか

山
やま

清
きよ

信
のぶ
宮崎日本大学高等学校 880-0121 宮崎市島之内6822－2 0985（39）1121

鹿児島 藤
ふじ

崎
さき

久
く

美
み

子
こ
川島学園本部 891-0101 鹿児島市五ケ別府町3591－3 099（286）1515

沖 縄 糸
いと

数
かず

　 晃
あきら

沖縄大学 902-8521 那覇市国場555 098（832）3216

相談日／月曜日～金曜日（午後１時～４時）私学共済相談員一覧
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歩いてわかる古都の魅力！！
　　　　　　　　　　兼六荘は観光拠点に最高な立地にあります

那須温泉　那須白雲荘 〒325-0301　栃木県那須郡那須町湯本206-314
0287（76）4588

http://www.shigakukyosai.jp/宿泊施設のご案内

金沢　兼六荘 〒920-0918　金沢市尾山6-40
076（232）1239 http://www.eagle-net.ne.jp/~kenrokusou

春、夏、秋、冬、いつ訪れてもその季節の魅力が満載の那須高原。その中にある「那須
白雲荘」は標高約800mの大自然に位置し、これからの季節は、避暑、紅葉見物等に最適
です。また、温泉でのんびりしてはいかがでしょうか。ちょっと足をのばせば、テーマ
パークや美術館がいっぱい。心も身体もリフレッシュ！　ぜひ、ご利用ください。

紅葉宿泊プラン　１泊２食１名様　8,500円（休前日9,500円）

8,000円
（２名でツインルーム使用の場合）

9,000円
（シングルルーム使用）

5,500円
（シングルルーム使用）

秋・那須高原が深緑から紅葉へ
と移りゆくこの自然美をお楽し
みいただき、露天風呂と地場産
食材を活かした会席料理にてご
堪能ください。

東コース　兼六荘から左へ向かうと、尾張町へ抜け浅野川沿いに広がる主計町茶屋街。「暗がり坂」を散
策し、橋場町の浅野川大橋を渡る。江戸時代の面影を残す、ひがし茶屋街への紅殻格子の街並み通りに
は、おしゃれな雑貨店・喫茶店があり、女性観光客の姿が多く、茶屋街らしいお土産を楽しめる。
西コース　兼六荘玄関を右へ向かい歩いて３分、ステンドグラスが輝く神門の尾山神社から長町武家屋
敷跡を散策。タイムスリップしたような街並み、黄土色の土塀・武者窓のある門構えが残っており、風
情ある佇まいを見せてます。北陸の古都・金沢の四季を味わいませんか。お待ちしています。

滞在型洋室プラン　素泊り

兼六荘を出発、タイムスリップしませんか。

１泊２食プラン１名様

１泊朝食プラン

期　　間：平成17年８月31日
　　　　　　　　～11月 30日
室タイプ：和室８畳、10畳
人　　数：２～５名

当プランはコンドミニアム式（台
所、炊事用具完備）の滞在型
で１名様１泊目 4,000 円、２
泊目 3,500 円、３泊目以降
3,000円と大変お得なプランと
なっています。また、夕食
4,200円、朝食735円プラスで

ご用意できます。露天風呂も存
分にお楽しみいただき、どうぞ
癒し気分でご自由にお寛ぎくだ
さい。
期　　間：通年適用（年末年始、
　　　　　春・夏休み、GW除く）
室タイプ：洋室（ツイン）
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皆生温泉　皆泉荘
〒683-0001　米子市皆生温泉3-15-50
0859（22）8731

し
ら
さ
ぎ
荘　

25
周
年
記
念

湯
う
湯
う
プ
ラ
ン

プ
ラ
ン

ゆ
う
ゆ
う

湯
う
湯
う
プ
ラ
ン

プ
ラ
ン

湯う湯うプランには
道後温泉本館入浴券が
付いています。

たっぷりと
道後（松山）を楽しんで
いただければ幸いです。

ぜひ、お気軽に
ご利用ください。

道後温泉　しらさぎ荘 〒790-0836　松山市道後鷺谷町4-9
089（941）7161

かい せん そう

海あり山あり旨いものあり「皆泉荘」

夏・秋のお勧め宿泊プラン
境港お刺身プラン

　日本海に面して白砂青松の海岸が続く弓ヶ浜の海辺より徒
歩５分程の位置にある皆泉荘は夏の海水浴は勿論、温泉神社
や無料で利用できる足湯があり近隣の散策も楽しめます。
　また、これからの季節は剣ヶ峰、弥山、三鈷峰といった
1700ｍ級の山々が連なる日本百名山のひとつ大山での山歩き
がお勧めです。雄大な景色を眺めながら頂上を目指すのも良
し、大山寺周辺の石畳やブナの森ウォーク等、山麓で木漏れ
日を浴びるのも良いでしょう。

夕食の会席料理のお
刺身を大皿に６種程
ご用意いたします。

１泊２食
１名様 11,850円
　　　　　　　（２名様より）

上記プランはいずれも10月末までの日・祝日を除く期間限定プランです。※写真は「境港お刺身プラン」２人前の例です。

日本海セレクトプラン
13 品の会席料理に魚ち
り鍋をセットにした名
物料理です。
魚は鯛・鰤・鱸よりご
予約の際お選びください。

１泊２食
１名様 12,800円
　　　　　　 （２名様より）

けん が みね さん こ みねや やま

ぶり すずき

湯う湯うプラン
１泊２食１名様
 7,900円
 8,900円
 9,900円

お得な
ビジネスプラン
始めました

１泊朝食１名様
4,000円

歴史のある道後温泉に
湯っくり入って
湯っくり遊んでみては
いかがですか…

　宿泊所・保養所のインターネット宿泊予約を
９月９日から私学共済事業ホームページ上で開始します！　
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第
三
者
加
害
行
為
と
損
害
賠
償

交
通
事
故
な
ど
の
ケ
ガ
を
し
た
場
合
は

私
学
事
業
団
に
届
け
出
が
必
要
で
す

　

加
入
者
や
被
扶
養
者
が
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
加
害
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
で
治
療

を
受
け
る
場
合
は
、
速
や
か
に
私
学
事
業
団
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
事
故
が
職

務
上
や
通
勤
災
害
で
な
け
れ
ば
、
原
則
的
に
は
加
入
者
証
を
使
っ
て
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の
診
療
費
は
本
来
第
三
者
の
加
害
行
為
に
係
る

相
手
方
（
以
下
「
加
害
者
」
と
い
う
）
が
負
担
す
べ
き
も
の
を
私
学
事
業
団
が
一
時

立
替
払
い
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
後
日
加
害
者
か
ら
弁
償
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆　

交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
と
き
は

『
人
身
事
故
』
で
事
故
届
け
出
を

　

道
路
交
通
法
に
よ
る
事
故
届
け
に
は
「
人
身

事
故
」
と
「
物
損
事
故
」
が
あ
り
ま
す
が
、
ケ

ガ
を
し
た
と
き
は
必
ず
「
人
身
事
故
」
で
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
物
損
事
故
は
ケ
ガ
が
な
か
っ

た
と
み
な
さ
れ
、
自
賠
責
保
険
も
支
払
わ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

物
損
事
故
と
し
て
届
け
出
て
い
た
り
、
人
身

事
故
届
の
な
い
場
合
は
、
加
入
者
証
を
使
っ
て

保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
加
入
者
や
被
扶
養
者
本
人
が
治
療
費
の
全

額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆　

職
務
上
や
通
勤
途
上
の
ケ
ガ
の
時

は
加
入
者
証
は
使
え
ま
せ
ん

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
加
害
行
為
に
よ
る
ケ

ガ
の
場
合
は
、
と
り
あ
え
ず
加
入
者
証
を
使
っ

て
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

職
務
上
や
通
勤
途
上
の
ケ
ガ
で
は
、
加
入
者
証

は
使
え
ま
せ
ん
。

　

職
務
上
や
通
勤
途
上
で
の
ケ
ガ
は
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
（
労
災
保
険
）
の
適
用
と
な
り

ま
す
の
で
、
診
療
を
受
け
る
際
に
は
医
療
機
関

の
窓
口
で
、
職
務
上
又
は
通
勤
途
上
の
ケ
ガ
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
勤
務
先
を
通
し
て
所
轄
の
労
働
基
準

監
督
署
（
労
基
署
）
に
届
け
出
る
こ
と
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆　

な
ぜ
私
学
事
業
団
に
事
故
の
届
け

が
必
要
な
の
か

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
加
害
行
為
に
よ
る
ケ

ガ
の
場
合
は
、
診
療
費
は
本
来
、
加
害
者
が
負

担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、「
人
身
事
故
」
と
し
て
届
け

出
を
し
た
上
で
、
加
入
者
証
を
使
っ
て
保
険
診

療
を
受
け
た
と
き
、
私
学
事
業
団
は
「
保
険
給

付
の
価
額
の
限
度
」
で
、
加
入
者
や
被
扶
養
者

が
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
代
位
取
得
し

て
、
保
険
診
療
の
費
用
を
加
害
者
に
請
求
し
ま

す
。

　

交
通
事
故
の
場
合
は
、
加
害
者
又
は
加
害
者

が
加
入
し
て
い
る
自
賠
責
保
険
や
任
意
保
険
に

対
し
て
、
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
診
療
後
に
、
加
入
者
や
被
扶
養

者
が
加
害
者
か
ら
治
療
費
な
ど
の
損
害
賠
償
を

直
接
受
け
た
と
き
に
は
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
、「
保
険
給
付
の
価
額
の
限
度
」
で

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆　

示
談
は
慎
重
に
！

　

示
談
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
金
額
が
慰
謝
料

な
の
か
、
物
的
損
害
な
の
か
、
治
療
費
な
の
か

を
明
確
に
し
て
、「
保
険
診
療
の
私
学
事
業
団

立
替
分
を
、
私
学
事
業
団
か
ら
の
請
求
が
あ
り

次
第
、
責
任
を
も
っ
て
加
害
者
が
弁
償
す
る

旨
」
を
示
談
書
に
明
記
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

安
易
に
示
談
を
し
て
私
学
事
業
団
の
損
害
賠

償
請
求
権
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
私
学
事

業
団
は
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
る
た
め
、

加
入
者
に
保
険
診
療
の
私
学
事
業
団
立
替
分
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
不
利
益
を
被
ら
な
い
た
め
に
も
、
示
談

は
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆　

こ
の
よ
う
な
事
故
も
報
告
を

　

次
の
場
合
も
必
ず
第
三
者
か
ら
の
加
害
行
為

に
よ
る
事
故
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①　

加
入
者
や
被
扶
養
者
が
同
乗
し
て
い
た

車
で
自
損
事
故
（
家
族
が
運
転
し
て
い

た
場
合
も
同
様
）

②　

駐
停
車
中
の
車
に
対
す
る
追
突
事
故

③　

自
分
の
車
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
オ
ー
バ

ー
し
た
衝
突
事
故

④　

自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
の
事

故

⑤　

ス
キ
ー
滑
走
中
の
衝
突
事
故

⑥　

ゴ
ル
フ
場
で
の
被
打
球
に
よ
る
ケ
ガ

⑦　

近
所
の
飼
い
犬
に
噛
ま
れ
た
な
ど
ペ
ッ

ト
に
よ
る
ケ
ガ

⑧　

喧
嘩
や
暴
行
に
よ
る
ケ
ガ

⑨　

旅
先
の
旅
館
等
で
の
食
中
毒
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平成17年度　都道府県事務委嘱者並びに事務担当者協議会を開催

　７月７日京都ガーデンパレスにおいて、文部科学省及
び各都道府県私学主管課から出席をいただき、都道府県
事務委嘱者並びに事務担当者協議会を開催しました。
　この協議会は私学事業団の事務の一部を各都道府県に
委嘱していることから、毎年開催しているものです。
《平成17年度議題》
●私学共済の現況について
●都道府県補助金について
●事務委嘱規程について
●私学事業団からの業務連絡等について
●都道府県からの提出議題について

「積立共済年金制度　加入者名簿」
の表示項目の変更

　積立共済年金加入者の確認のため、毎年10月初旬に各
学校法人等へ送付している「積立共済年金制度　加入者
名簿」については、個人情報保護法の施行に伴い、「積
立共済年金加入者の住所、郵便番号、電話番号、掛金口
座振替の口座名義人、種目、口座番号」の項目を表示し
ないこととしました。

標準給与基礎届書の提出

　平成17年の「標準給与基礎届書」の提出期限が過ぎて
います（７月10日までに提出）。
　未提出の場合は至急提出してください。

直営施設の利用

　各宿泊施設の８月分の予約状況には、まだ若干の余裕
があります。私学共済事業のホームページでも各宿泊施
設の空室状況が確認できます。
　予約については、各施設に直接お問い合わせください。

インターネット宿泊
予約システム導入のお知らせ

　私学事業団の直営宿泊施設では、私学共済事業ホーム
ページ（http://www.shigakukyosai.jp/）からのインタ
ーネットによる宿泊予約をガーデンパレスのみ受け付け
ていましたが、宿泊所と保養所でもインターネット予約
を開始することとなりました。開始日は平成17年９月９
日となります。
　ホームページの宿泊所・保養所のページ「しがくのや
ど」では、従来は各施設の空室状況だけを表示していま
したが、そこから希望する日をクリックすることで、空
き部屋数・利用可能なプランをご覧いただけます。
　ただし、年末年始や繁忙期等は、ご利用できない場合
がありますので、予めご了承ください。

加入者向広報「レター」９月号等の送付

　加入者向広報「レター」９月号、積立貯金パンフレッ
トを９月上旬に学校法人等あてに送付します。
　送付物は７月末現在の加入者数でお送りしますが部数
が不足していた場合は、広報班まで申し出てください。

月報私学７月号（第91号）の記事に誤りがありましたので、
お詫びして訂正いたします。
・12ページの兼六荘電話番号の市外局番
　　誤　067（232）1239
　　正　076（232）1239
・13ページ青森県の相談員の方の漢字氏名
　　誤　長内　弘充
　　正　長内　弘光

〒 113-8577 東京都文京区湯島１-７-５　☎ 03（3813）5321 （代表）
共済事業に関するお問い合わせは共済事業本部まで 電話番号のかけ間違いにご注意ください

http://www.shigakukyosai.jp/

６月分納期限

払込期限〔必着〕

申込・任意償還申出締切

送金 送金

翌月22日送金申込締切
11月、１月１日～５日利用予約締切

７月分納期限

10日（水）

15日（月）

22日（月）

8月の共済事業スケジュール
１日（月）

２日（火）

31日（水）

払戻・解約請求締切
積立共済年金 脱退申出等締切

海外保養施設

25日（木）

送金

貯金

貸付

貯金 貸付

貸付
掛金

貯金

掛金

貸付

9月の共済事業スケジュール

払込期限〔必着〕９日（金）

申込・任意償還申出締切15日（木）

貯金

貸付

貸付 送金２日（金）
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◇共済事業に関するお問い合わせは、共済事業本部まで　☎ 03（3813）5321（代表）

●　月報私学　８月号（VOL. 92）平成 17 年８月１日発行

●　編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団／〒 102-8145 東京都千代田区富士見 1-10-12 ☎  03（3230）7810～11（企画室）

http://www.shigaku.go.jp/
（禁無断転載）

◆融資部融資金利表（平成17年7月13日現在）
融資費目 改定前 改定後 備　　　　考

年 % 年 %

一般施設費

1.70 1.80
校（園）舎、体育館、遊戯室
等の新・増・改築、買収等
校（園）地の買収、造成等

1.50 1.60 研究高度化関連施設等

1.40 1.50 私立大学ハイテク・リサーチ・
センター等整備事業

1.40 1.50 防災（地震）対策費

1.40 1.50 沖縄分（専修・各種学校を除く）

教 育 環 境
整 備 費

0.60 0.60 校教具、通園バスの購入等

0.80 0.80 過疎高校・私大奨学事業

1.10 1.10 大型設備・情報技術整備等

災害復旧費 1.00 1.10 特別災害を含む

公害対策費 1.40 1.50

特別施設費
1.80 1.90 寄宿舎、セミナーハウスの新

築等

1.40 1.50 国際交流施設

1.40 1.50 障害者利用施設

※一般施設費のうち、貸付期間10年ものは「1.10％」です。
※金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。

　

役
員
等
人
事

　

次
の
と
お
り
、発
令
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
役　

員

○
理
事

 

（
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
付
）

　
　

退　

任　
　
　
　

戸　

水　
　
　

宏

 

（
平
成
十
七
年
七
月
一
日
付
）

　
　

新　

任　
　
　
　

澤　

田　
　
　

裕

○
監
事
（
非
常
勤
）

 

（
平
成
十
七
年
七
月
一
日
付
）

　
　

新　

任　
　
　
　

黒　

﨑　

勝　

之

◆
共
済
運
営
委
員
会
委
員

　
　

（
平
成
十
七
年
六
月
二
十
一
日
付
）

　
　

退　

任　
　
　
　

田
野
倉　

宏　

和

　
　

（
平
成
十
七
年
六
月
二
十
二
日
付
）

　
　

新　

任　
　
　
　

平　

方　

邦　

行

　

融
資
部
貸
付
金
に
係
る

　
　

償
還
の
ご
案
内

　
　

（
平
成
十
七
年
九
月
分
）

　

融
資
部
貸
付
金
に
係
る
元
金
・
利
息
の

償
還
に
つ
い
て
は
、
契
約
締
結
後
に
送
付

し
ま
し
た
「
償
還
年
次
表
」
お
よ
び
後
日

送
付
し
ま
す
「
貸
付
金
返
済
期
日
の
ご
案

内
」
を
参
照
の
う
え
、
払
込
指
定
期
日
ま

で
に
私
学
事
業
団
指
定
口
座
に
入
金
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

払
込
指
定
期
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の

翌
日
か
ら
支
払
日
（
本
事
業
団
の
口
座
に

入
金
さ
れ
た
日
）ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、

遅
延
損
害
金
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
償
還
金
の
振
込
み
に
あ
た
っ
て

は
、
次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一　

「
貸
付
金
返
済
期
日
の
ご
案
内
」
に

同
封
す
る
「
振
込
依
頼
書
」
を
使
用

し
、「
電
信
扱
い
」
に
し
て
下
さ
い
。

二　

償
還
金
は
、必
ず「
学
校
法
人
単
位
」

で
一
括
し
て
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

（
設
置
学
校
ご
と
に
分
割
し
て
の
振

込
み
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

債
権
管
理
課　

回
収
係

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
七
三
〜
七
四

Ｅ
メ
ー
ル　

saiken@
shigaku.go.jp

平成17年度　融資申込み受付中
～お気軽にご相談ください～

▼
今
月
号
で
は
、
学
校
法
人
昌
平
黌
理
事

長
の
田
久
先
生
か
ら
「
私
学
の
憲
法
、
建

学
の
精
神
に
つ
い
て
」
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▼
多
く
の
私
立
学
校
に
は
、
独
自
の
建
学

の
精
神
、
教
育
理
念
な
ど
の
特
色
あ
る
教

育
方
針
が
あ
り
ま
す
。

▼
私
立
学
校
に
調
査
で
お
伺
い
す
る
と
正

門
近
く
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
設

置
者
の
銅
像
、記
念
碑
、碑
文
な
ど
で
「
建

学
の
精
神
」
を
拝
見
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
を
学
校
法
人
名
や
学
校
名
に
使
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

▼
こ
の
「
建
学
の
精
神
」
に
つ
い
て
学
校

の
方
々
に
直
接
お
伺
い
す
る
と
、
学
校
創

設
時
の
創
設
者
の
熱
意
、
情
熱
、
魂
を
強

く
感
じ
、
ま
た
、
当
時
の
ご
苦
労
を
お
聞

き
す
る
と
、
歴
史
の
奥
深
さ
を
痛
感
し
ま

す
。

▼
私
学
振
興
に
携
わ
る
私
学
事
業
団
の
職

員
と
し
て
、今
後
の
使
命
を
思
い
ま
す
と
、

身
が
引
き
締
ま
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

▼
今
、
教
育
界
全
体
が
大
き
な
変
革
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
特
に
私
立
学
校
は
近
年

に
お
け
る
少
子
化
等
の
問
題
も
あ
り
、
私

立
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
よ
う
な
時
代
こ
そ
、「
建
学
の
精

神
」
に
基
づ
く
独
創
性
、
独
自
性
を
十
分

に
発
揮
さ
れ
、
乗
り
越
え
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
本
事
業
団
も
可
能
な
限
り
の
支

援
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

（
企
画
室
）


